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安全データシート 
作成 平成 13 年 9月 20 日 

改訂 平成 28 年 1月 26 日 

整理番号 GP-40 

１・化学物質等及び会社情報 

   化学物質等の名称   ： 特殊無機繊維パッキン 

   化学物質等の番号   ： ＫＳ－４０、４０Ｔ 

  会社名        ： 甲南精工株式会社 

              ： ６６５－０８４５ 宝塚市栄町１丁目１６－１５ 

   電話番号       ： ０７９７－８７－７４０７ 

   ＦＡＸ番号      ： ０７９７－８７－５８４４ 

 

２・危険有害性の要約 

ＧＨＳ分類  ： ＧＨＳ分類に該当するデータは得られていない 

  危険性    ： 特にない 

  有害性    ： ＰＴＦＥを長時間２６０℃以上に加熱すると、ポリマーフューム熱の原因と考えられる微粒子状物質を 

発生する。約４００℃で、微量のフッ化水素及びフッ化カルボニルを発生し、更に高温では多量に発生 

する。 

 

３・組成、成分情報 

  単一、混合物の区分   ： 混合物 

  化学名         ： 特殊無機繊維パッキン 

  成分および含有量 

 
成 分 CAS No. 含有量 

 

 
KS-40T KS-40 

 
・ガラス繊維 

 
65997-17-3 3-6% 2-5% 

 
・レーヨン 

 
61788-77-0 50-55% 45-50% 

 
・ＰＴＦＥ 9002-84-0 30-40% 25-35% 

 
（ポリテトラフルオロエチレン） 

   

 
・その他 

  
3-5% 10-15% 

＊ＰＲＴＲ法・・・非該当 

 

４・応急処置 

  眼に入った場合 ： 直ちに清浄な水で洗浄する。 

  皮膚刺戟の場合 ： 水または微温湯で流し洗い落としたのち、石鹸でよく洗う。 

  吸入した場合  ： 切断粉等を吸入した場合は充分にうがいを行う。ＰＴＦＥの加熱又は燃焼によって生じるヒュームを 

吸入した場合は、新鮮な空気の場所に移す。その後異常があれば医師の手当てを受ける。 

 

５・火災時の処置 

  消化方法   ： 多量の水で消火する。ＰＴＦＥの分解ガスに注意し、必要に応じて防毒マスクを着用する。 

  消化剤    ： 水又は通常の消火器を使用して消化する。 

 

６・漏出時の処置 

  本製品は固体なので漏出しない。 

 

７・取り扱い及び保管上の注意 

  取り扱い  ： ＰＴＦＥ付着した煙草の喫煙により分解ガスを吸入する恐れがあるので、作業場所への煙草の持ち込み禁 

止及び禁煙とし、取り扱い後はよく洗顔と手洗いを行う。 

  保管    ： 直射日光が当たらない一定の場所を決めて保管する。 
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８・暴露防止および保護処置 

  設備対策  ： ２６０℃以上に加熱する工程では、局所排気装置などを設置する。 

  管理濃度  ： ガラス繊維  

           2.9ｍｇ/㎥  長さ５μｍ以上、アスペクト比（長さ/直径）3：1以上の 

                  吸入性繊維 

  許容濃度  ： ガラス繊維 

           日本産業衛生学会（2003 年度版）  1ｆ･ｍｌ（‘03 提案値） 

           ＡＣＧＩＨ   （2003 年度版）   1ｆｃｃ 

        ： ＰＴＦＥ    設定されていない 

  保護具   ： 通常の状態では必要としない。当該製品が２６０℃以上に加熱され、 

          生じる分解生成物中に人体が暴露される場合はエアーラインマスクを 

          使用する。必要に応じて保護眼鏡、保護手袋、保護衣等を着用する。 

 

９・物理的及び化学的性質 

  外観等   : 白色 

 

１０・安定性及び反応性 

   ガラス繊維 

    常温で安定 

   ＰＴＦＥ 

    ２６０℃以上で極めてゆっくりだが分解を始める。４００℃以上では分解速度が速くなる。 

    熱分解により生成が始まる可能性のある温度レベルと成分： 

      テトラフルオロエチレン     ４３０℃以上 

      ヘキサフルオロプロピレン    ４４０℃以上 

      パーフルオロイソブチレン    ４７０℃以上 

      フッ化カルボニル        ５００℃以上 

    アルミニウム及びマグネシウムのような金属の粉末、フッ素（Ｆ２）及び三フッ化塩素（ＣＬＦ３）のようなフッ素化 

合物といった酸化物と反応し、火炎や爆発を起こす恐れがある。 

 

１１・有害情報 

   ガラス繊維の有害性 

    人についての症例、疫学的情報についての報告例は現在のところ見受けられない。 

   ＰＴＦＥの有害性 

    急性毒性     ： 経口  ラット  ＬＤ50  １，２５０ｍｇ/ｋｇ 

    動物実験     ： 皮膚に刺激性はない。動物実験で、高濃度の粉塵を吸入暴露すると、肺を刺激する結果が得ら 

れた。反復投与させても顕著な毒性の影響はない。ただし、長期間投与すると白血球の数が変 

化する。動物及び細菌培養実験では遺伝毒性は示さない。 

    発ガン性     ： ・日本産業衛生学会（１９９８年度版）、ＯＳＨＡ（米国労働安全衛生法１９９３年度版）、 

ＮＴＰ（米国国家毒性計画）のいずれにも記載なし。 

               ・ＩＡＲＣ（国際ガン研究機関）の分類ではグループ３。 

    ＰＴＦＥが熱分解した場合 

     人の健康に対する影響 

      焼成した時に生じるフュームを吸入すると、約２４時間継続するような熱、悪寒、咳のような一時的な流感に似た 

症状のポリマーフューム熱を生じる恐れがある。 

    フッ化水素の影響 

      低濃度のフッ化水素を吸引すると、まず息苦しくなり、咳が出て、眼、鼻及び咽頭の重度の刺戟を生じ、熱、悪寒 

が１～２日続いた後、呼吸困難、チアノーゼ及び肺水腫が起こる。高濃度のフッ化水素に短期及び長期に暴露する 

と肝臓及び腎臓を損傷する。 

     フッ化カルボニルの影響 

      皮膚   ： 不快感または発疹を生じる。 

      眼    ： 角膜または結膜の潰瘍を生じる。 

      呼吸器系 ： 刺激 

      肺    ： 咳、不快感、呼吸困難、または息切れ等の一時的な刺激を生じる。 

 

１２・環境影響情報 

   生態影響についてはデータなし。 

 

１３・廃棄上の注意 

   廃棄物専用容器等により他のものと区別して保管廃棄する。廃棄する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の 

区分に従って処分すること。処分は、焼却せず埋め立て処分する。 
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１４・輸送上の注意 

   特にない。 

 

１５・適用法令 

   特にない。 

 

１６・その他の情報 

   引用文献 

          「フッ素樹脂ハンドブック」  日本フッ素樹脂工業会（2002） 

     「フッ素樹脂取り扱い手引書」 日本フッ素樹脂工業会（2000） 

     米国国立労働安全衛生研究所「フッ素樹脂熱分解生成物」日本フッ素樹脂工業会（1982） 

     Dupont Canada Inc.,  

[ “TEFLON” PTFE FLUOROCARBON RESIN, ALL GRADES LISTED ON PL0016126 ] 

MSDS, Canada Center for Occupational Health and Safety(1992) 

     「１３５９９の化学商品」    化学工業日報社 

     化学物質管理促進法対象物質全データ  化学工業日報社 

     労働安全衛生法ＭＳＤＳ対象物質全データ   化学工業日報社 

 

この危険有害性情報は、工業的用途について一般的な取り扱い等を前提に作成したものです。従って、実際の取り扱い等におい

ては、ここに記載した危険有害情報を参考にし、十分な注意の上取り扱ってください。 


